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社会の勉強 どないしたらええのん？
授業の後や、放課後の廊下などで「先生、社会の勉強どないしたらええの

ん？」とよく質問を受けます。やる気のあるすばらしい質問だと思います。そこ

で、この「なんでやねん」で授業を受けてくれているみんなに、地理的分野の勉

強の方法を伝えたいと思います(もちろん、他にも色々な方法がありますが… )。
ほか

まず、地理的分野がむつかしいのは、学習内容が複雑な仕組みをもっているか
し く

らなのです。

地理的分野では、現在の国々や地方の姿を客観的にとらえようとしています。

しかし、世界中の国々や地方には、その地方独特の生活様式があるかと思えば、
どくとく ようしき

共通していることもあります。おおざっぱに言えば、自然環境とその地方の歴史

的ないきさつや、他の地域とのつながりの中で、さ

まざまなくらしがつくられてきたのです。言いかえ

ると、３次元の世界です(本当は４次元ですが)。そ
じ げ ん

れをもっとかんたんにすると、２次元の世界におき

かえることができます。自然環境と他の地域とのつ

ながりを１つの次元として（横軸・地域的なひろが
よこじく

り）、その地方の発展してきた様子を１つの次元

（縦軸・歴史）とすると、２次元のグラフのように
たてじく

なります。そして、それらの２つの次元を正確に理解する（基本的な学力）と、

その地方が、あるいは工業製品や農産物などが、今後どう変化していくのか推理
す い り

する（考える）ことができるようになる可能性がでてきます(発展的な学力)。

そこで、学習内容は、①その地域の歴史的な発展やいきさつを調べ、まとめる

部分と、②自然環境や他の地域とのつながりを調べ、まとめる部分の２つの部分

となります。ですから、自分が何を勉強しているのかを、まずはっきりさせてか

ら、ていねいに学習していくことが大切になります。

今度の期末考査のポイントは ここだ !!
◎ 知識・理解に関することがら

○ 地名や河川・山・平野・砂漠などは、必ず地図で位置を確認しておこう。

○ 歴史的なことで重要なことがら(変化してきた歴史を整理しておくこと)

ＥＣ：産業革命、植民地支配、２度の世界大戦、植民地の独立、ＥＥＣ

独立国家共同体と東ヨーロッパ：社会主義、計画経済、ソビエト社会主義共

和国連邦、バルト３国、独立国家共同体、ペレストロイカ

アフリカ：どれい貿易、植民地、独立国、国境線、プランテーション

○ 現在の国々の状態と課題(説明できるように教科書をよく読むこと)

アメリカの鉱工業：油田(メキシコ湾岸、カリフォルニア、アラスカ)、炭田

(アパラチア)、鉄 (メサビ)、銅(ビンガム)、大西洋沿岸、五大湖沿岸、

ニューヨーク、シカゴ、ピッツバーグ、クリーブランド、デトロイト、

ボストン、サンベルト、シリコンバレー、メガロポリス、多国籍企業、

貿易赤字

ＥＣ：イギリス、ドイツ、東西ドイツの統一、ランカシャー地方、ヨークシ

ャー地方、ロレーヌ地方、ルール地方、ロッテルダム、ユーロポート、

国際河川、ライン川、混合農業、酪農、移牧、地中海式農業、フランス

の農業、出かせぎ労働者、社会保障、通貨、通貨の交換比率

独立国家共同体：タイガ、黒土地帯、ソフホーズ、コルホーズ、自留地、コ

ンビナート、ウラル、グズネツク、国営企業の民営化、シベリア、シベ

リア鉄道、西シベリア、ウクライナ、バイカル湖、ボルガ川

アフリカ：焼畑農業、プランテーション、商品作物、コーヒー、茶、サイザ

ル麻、カカオ、飢餓、ギニア湾沿岸、南アフリカ共和国、ダイヤモンド、

金、ウラン、銅、ボーキサイト、水力発電、ボルタ川、ザンベジ川、ガ

ーナ、サハラ砂漠、かんばつ、砂漠化、餓死、ＯＤＡ(政府開発援助)、

かんがい施設、土壌侵食、飛砂、内戦、アパルトヘイト(人種隔離政策)、

レアメタル

◎ 資料活用技能に関することがら

今回は、教科書p.81、 p.91、 p.109のグラフを読みとる問題を出します。

◎ 社会的思考・判断に関する重要なことがら

？ なぜ、アメリカの工業が、世界№１に発達するようになったのか。

？ かつては世界で最も栄えていた西ヨーロッパが、なぜ、現在は経済的に

苦しいのか。

？ なぜ、ソ連が解体することになったのか。

？ 砂漠化がなぜおこっているのか。砂漠化はどんな問題をひきおこしてい

るか。

？ なぜ、アフリカの経済や政治がおくれているのか。

◎ 社会事象に対する関心・態度の問題

学習したことから、世界の国々の問題点について、自分の考えをまとめてお

こう。その際に大切なことは、学習した事実をきっちりと説明してから、その

事実に対しての自分の考えをまとめること。


